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気温の長期変動傾向
大手町では
約3 /100℃ 年

地球の平均気温は
約0.6 /100℃ 年

ニューヨークや
パリでは1950年代
以降、上昇傾向は
認められない



  

日最低気温の上昇傾向が顕著

気温の日較差
が小さくなる
傾向

［季節別変動］

冬期(12-2月)の
日最低気温が
最も上昇
（4.8 /100℃ 年）

夏期(6-9月)の
日最高気温が
上昇率最低
(1.4 /100℃ 年)



  

銚子は都市化の
影響を受けにくい

▼

北半球の気温
低下と同期

銚子はグローバル
な気候変動を反映
していると考え、
東京と銚子の差分
をとる

東京の都市化に
よる気温上昇分



  

東京の都市化による気温上昇分



  

空間分布－年平均気温

その差は2.5℃



  

季節変化－明け方、冬期にヒートアイランド強度は大－

気候の勾配は
どう考えたら
良いか．．．．



  

熱帯夜の日数



  

高温化のメカニズム

①都市域での人工排熱の増大

年間日射量（東京付近）

　　約130W/m2

都内の人工排熱量（1994
年）

　　約24W/m2



  

高温化のメカニズム

②都市構造の変化

　１．地表面被覆の人工化　→浸透量の減少

　２．中高層建物の密集化　→天空率の減少、
　　　　　　　　　　　　　　多重散乱

　３．緑地・水面積の減少　→潜熱の減少

　４．その他

　　　ビル陰効果



  

新橋「汐サイト」の高層ビルが開封に与える影響

ビル群の風下地域で部分的に風が弱められ、気温も上昇

　ｙ



  

ヒートアイランドと海陸風

海風が河川沿いに侵入

夜半になっても陸風が強まらない

都心部の高温の極は、早朝の海陸風の弱まる時間帯に出現



  

東京の都市気候－真夏日の日数－



  

緑地の効果－クールアイランド－
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